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立科町長

　 米 村  匡 人

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
新
春

を
健
や
か
に
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
、
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
日
頃
か
ら
、
町
政
運
営
に
対
し
ま
し

て
、
温
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
、
心
か

ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
地
域
の
子

ど
も
た
ち
の
日
々
の
努
力
の
積
み
重
ね
に
よ
る

成
果
を
随
所
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

小
学
校
の
合
唱
部
が
こ
ど
も
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

東
日
本
大
会
に
長
野
県
代
表
と
し
て
出
場
、
中

学
校
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
は
県
大
会
で
準
優

勝
し
、
北
信
越
大
会
ま
で
駒
を
進
め
ま
し
た
。

こ
う
し
た
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
活
躍
は
、
皆

さ
ん
に
元
気
や
勇
気
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
、
様
々
な
場
面
で
若
い
力
の
躍
動
を

大
い
に
期
待
す
る
も
の
で
す
。

　
12
月
に
は
、
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
マ

ラ
ソ
ン
金
メ
ダ
リ
ス
ト
、
福
岡
国
際
マ
ラ
ソ
ン

で
準
優
勝
し
た
ウ
ガ
ン
ダ
共
和
国
の
キ
プ
ロ

テ
ィ
ッ
チ
選
手
が
来
町
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

当
町
が
、
２
０
２
０
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
ウ
ガ
ン
ダ
共
和
国

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
登
録
を
目
指
し
て
い
く
中
で
実

現
し
た
も
の
で
す
。
高
地
で
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

効
果
に
期
待
が
も
て
る
白
樺
高
原
で
は
、
以
前

か
ら
大
学
等
の
陸
上
チ
ー
ム
も
練
習
し
て
い
る

た
め
、
地
域
の
活
性
化
や
観
光
振
興
等
に
結
び

つ
く
こ
と
を
切
に
望
む
も
の
で
す
。

　
一
方
、
自
然
災
害
が
少
な
い
立
科
町
に
お
い

て
、
10
月
の
台
風
21
号
は
、
最
大
瞬
間
風
速

22
・
５
ｍ
／
Ｓ
を
記
録
し
、
倒
木
に
よ
る
道
路

の
通
行
止
め
や
停
電
が
発
生
し
た
地
域
が
あ
り
、

果
樹
な
ど
の
農
作
物
に
も
被
害
が
及
び
ま
し
た
。

こ
の
災
害
に
よ
り
被
害
が
あ
り
ま
し
た
皆
様
方

に
は
心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
皆
様
も
ご
存
じ
の
と
お
り
、「
平
成
」

は
、
来
年
５
月
に
新
元
号
と
な
り
、
新
し
い
時

代
が
始
ま
り
ま
す
。
人
口
減
少
時
代
を
迎
え
、

全
国
各
地
で
、
少
子
高
齢
化
対
策
及
び
地
方
創

生
の
た
め
の
事
業
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
当
町
に
お
い
て
も
、
地
域
で
暮
ら
す
若
い
世

代
の
結
婚
、
出
産
、
子
育
て
の
希
望
が
か
な
え

ら
れ
る
よ
う
な
子
育
て
支
援
の
充
実
、
地
域
で

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
る
環
境
整

備
、
ま
た
、
地
方
へ
の
新
し
い
ひ
と
の
流
れ
を

つ
く
る
こ
と
に
よ
る
、
定
住
・
移
住
の
推
進
、

そ
し
て
地
域
社
会
の
つ
な
が
り
の
再
構
築
に
よ

り
、
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
よ
う
に
、
諸
施
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
し
た
。

　
国
で
は
最
大
の
課
題
で
あ
る
少
子
高
齢
化
の

克
服
に
向
け
、「
生
産
性
革
命
」
と
「
人
づ
く

り
革
命
」
を
断
行
し
、
新
し
い
経
済
政
策
パ
ッ

ケ
ー
ジ
を
策
定
し
、
速
や
か
に
実
行
に
移
す
と

し
て
い
ま
す
が
、
平
成
30
年
度
地
方
財
政
計
画

で
は
、
地
方
交
付
税
総
額
が
、
昨
年
度
よ
り
大

幅
な
減
額
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
今
後

ま
す
ま
す
国
の
動
向
に
注
視
し
、
い
ち
早
く
国

政
情
報
を
収
集
す
る
こ
と
に
よ
り
、
将
来
を
見

据
え
た
町
政
運
営
に
努
め
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　
町
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
か
ら
３
年

が
経
過
し
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
間
、
町
政
発
展
の
た
め
に
、
町
民
の
皆

様
に
は
ご
意
見
ご
提
言
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
、

改
め
て
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
日
ま
で
築
き
上
げ
ら
れ
て
き
た
歴
史
、
伝

統
文
化
、
郷
土
の
先
人
た
ち
の
想
い
を
未
来
に

つ
な
げ
て
い
く
こ
と
、
ま
た
、
農
畜
産
物
を
は

じ
め
立
科
町
の
魅
力
あ
る
地
域
資
源
を
活
か
し

て
い
く
こ
と
は
、
大
き
な
発
展
の
可
能
性
を
秘

め
て
い
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
私
は
こ
れ
ら

も
大
切
に
し
つ
つ
、
平
成
30
年
度
予
算
編
成
重

点
指
針
に
「
子
育
て
し
や
す
い
町
づ
く
り
」

「
定
住
・
移
住
し
た
く
な
る
町
づ
く
り
」「
誰
に

も
優
し
く
健
や
か
に
い
つ
ま
で
も
地
域
で
暮
ら

せ
る
町
づ
く
り
」
を
掲
げ
、
今
年
も
立
科
町
で

暮
ら
す
こ
と
に
幸
せ
や
喜
び
を
感
じ
ら
れ
る
町

づ
く
り
、
そ
し
て
、
愛
す
る
立
科
町
を
次
世
代

に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
の
町
づ
く
り
に
向
け

て
諸
施
策
の
推
進
に
誠
心
誠
意
全
力
で
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
様
に
は
、

よ
り
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
新
し
い
年
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご

多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご

あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新春を迎えて
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立科町議会議長

　 　 西 藤 　 努 新春を迎えて
New year 2018

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し

い
新
年
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
よ

り
お
慶
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
年
頭
に
当
り
、
立
科
町
議
会
を
代
表
い
た
し

ま
し
て
、
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　
ま
た
、
日
頃
よ
り
、
町
政
の
進
展
と
議
会
活

動
に
対
し
ま
し
て
、
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
、
心
か
ら
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
平
成
30
年
が
、
立
科
町
と
町
民
皆
様

方
に
、
活
力
を
も
た
ら
す
素
晴
ら
し
い
年
に
な

り
ま
す
よ
う
、
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
当
町
に
お
い
て
は
春
先
の
降
雹
、

８
月
中
旬
以
降
の
長
雨
、
台
風
の
上
陸
に
伴
う

果
樹
被
害
や
土
砂
崩
れ
、
倒
木
に
よ
る
美
上
下

地
区
の
停
電
や
県
道
40
号
通
行
止
め
等
、
自
然

災
害
が
発
生
い
た
し
ま
し
た
。
幸
い
に
し
て
最

小
限
の
被
害
に
止
ま
り
ま
し
た
が
、
国
内
各
地

で
も
長
雨
や
季
節
を
問
わ
な
い
豪
雨
災
害
や
台

風
被
害
が
発
生
す
る
な
ど
、
深
刻
な
被
害
状
況

を
見
ま
す
と
、
自
然
災
害
の
脅
威
を
改
め
て
再

認
識
す
る
年
と
な
り
、
こ
れ
ら
地
球
温
暖
化
が

大
き
く
関
係
す
る
と
言
わ
れ
る
世
界
的
な
異
常

気
象
を
憂
慮
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
町
で
は
、
ふ
る
さ
と
交
流
館
を
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
、
移
住
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
開
設
、
テ
レ

ワ
ー
ク
事
業
が
開
始
さ
れ
、
農
ん
喜
村
に
道
の

駅
「
女
神
の
里
た
て
し
な
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。
い
ず
れ
も
、
人
口
減
少
抑
制
、
働
き
方

改
革
、
交
流
人
口
増
に
期
待
さ
れ
る
も
の
と
考

え
ま
す
。

　
さ
て
、
依
然
と
し
て
混
沌
と
す
る
国
内
の
政

治
・
経
済
情
勢
の
中
で
、
昨
年
の
衆
議
院
選
挙

に
お
い
て
、
安
倍
政
権
が
安
定
多
数
を
確
保
し
、

勝
利
を
お
さ
め
ま
し
た
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
を
加

速
し
、「
強
い
経
済
」「
子
育
て
支
援
」「
社
会

保
障
の
充
実
」
を
進
め
て
お
り
ま
す
が
、
地
方

の
少
子
高
齢
化
は
急
速
に
進
ん
で
お
り
、
経
済

活
動
の
実
感
は
し
っ
か
り
と
し
た
光
は
見
え
な

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
地
方
創
生
戦
略
も
中
間

点
を
迎
え
、
地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
不
透
明
感
を

増
し
て
い
ま
す
が
、
近
年
の
地
方
分
権
の
進
展

に
よ
り
、
住
民
に
身
近
な
市
町
村
の
役
割
は
一

層
重
要
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
町
政
に
お

い
て
も
少
子
高
齢
化
へ
の
対
応
、
地
域
の
特
性

を
活
か
し
た
産
業
振
興
等
々
、
課
題
は
山
積
し

て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
様
々
な
課
題
を
抱

え
る
な
か
、
地
方
議
会
と
そ
の
議
員
が
果
す
べ

き
役
割
、
責
務
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
い

る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

当
議
会
は
、
議
会
改
革
を
進
め
る
な
か
、

「
町
民
の
付
託
に
全
力
で
応
え
、
信
頼
で
き
る

議
会
」
を
実
現
す
る
た
め
、「
立
科
町
議
会
基

本
条
例
」
制
定
に
向
け
、
研
究
、
検
討
を
進
め

て
お
り
ま
す
。
更
な
る
改
革
、
活
性
化
を
図
り

な
が
ら
、
議
員
の
意
識
改
革
や
住
民
参
加
の
推

進
を
行
い
、
議
会
運
営
に
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

　
本
年
は
早
い
も
の
で
私
ど
も
に
と
っ
て
任
期

最
後
の
年
を
迎
え
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、
わ

れ
わ
れ
議
員
も
ま
た
、
決
意
を
新
た
に
、
地
域

住
民
の
代
表
と
し
て
、
そ
の
責
務
と
役
割
を
深

く
自
覚
し
、
執
行
機
関
と
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
、

行
政
へ
の
監
視
、
評
価
に
努
め
、
主
役
で
あ
る

町
民
の
皆
さ
ま
が
、
安
全
か
つ
安
心
し
て
生
活

で
き
る
立
科
町
の
未
来
に
全
力
で
向
か
っ
て
い

く
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
町
民
皆
さ
ま
の
一

層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
年
が
、
町
民
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
幸
多

い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
ご
健
勝
と
ご
多
幸
ご

活
躍
を
心
よ
り
ご
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年

の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

3 広報たてしな  2018年１月



　権現山運動公園の風の子広場を中心に「たてしな風の子
環境フェア2018」の開催を予定しています。
　環境保全に関心・思いのある方は、ぜひ、実行委員に
なって一緒に環境フェアを盛り上げてみませんか。
※‌‌第１回目の実行委員会は、平成30年１月中旬頃開催予定。

「たてしな風の子環境フェア2018」
　　　　　　　　実行委員を募集します！

環境保健係

「たてしな風の子環境フェア2018」実行委員会
事務局（環境保健係）まで。

電話 88－8407　有線 2311

お問合せ・応募先

年末の交通安全運動期間中の
交通安全協会の活動

■
交
通
指
導
所
の
開
設

　
12
月
４
日
㈪
佐
久
警
察
署
望
月
警
部
交
番

前
の
国
道
１
４
２
号
線
で
交
通
指
導
所
が
開

設
さ
れ
ま
し
た
。
通
過
車
両
の
運
転
者
に

「
交
通
安
全
」
の
白
抜
き
の
文
字
が
入
っ
た

立
科
リ
ン
ゴ
を
手
渡
し
な
が
ら
、
交
通
安
全

を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。（
啓
発
物
の
リ
ン
ゴ

は
川
西
交
通
安
全
協
会
に
よ
っ
て
収
穫
さ
れ

た
も
の
で
す
。）

　
こ
れ
か
ら
の
時
期
は
、
積
雪
や
凍
結
な
ど

道
路
環
境
が
悪
化
し
ま
す
。
急
ハ
ン
ド
ル
や

急
ブ
レ
ー
キ
は
ス
リ
ッ
プ
事
故
に
つ
な
が
る

の
で
余
裕
を
持
っ
た
運
転
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
忘
年
会
等
で
飲
酒
す
る
機
会
も
多

く
な
る
こ
と
か
ら
仲
間
同
士
で
飲
酒
運
転
を

「
し
な
い
」、「
さ
せ
な
い
」
を
徹
底
し
ま

し
ょ
う
。

　
佐
久
警
察
署
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
町

内
飲
食
店
を
巡
回
し
、
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー

運
動
な
ど
を
呼
び
か
け
る
「
飲
酒
運
転
防
止

パ
ト
ロ
ー
ル
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

飲
酒
運
転
は
「
お
酒
を
提
供
し
た
人
」

「
車
を
提
供
し
た
人
」「
同
乗
し
た
人
」
も
処

罰
さ
れ
、
あ
な
た
の
人
生
を
ダ
メ
に
し
ま
す
。

自
分
と
家
族
の
た
め
に
も
、
強
い
意
志
を

持
っ
て
、
飲
酒
運
転
は
絶
対
に
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。

交通安全
庶務係

交通安全

■街頭啓発　12月８日㈮　権現の湯
　権現の湯にて啓発活動を行いました。

■街頭啓発　12月17日㈰　ツルヤ立科店
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可
決
さ
れ
た
主
な
議
案

●
佐
久
広
域
連
合
規
約
の
変
更

　
概
要
：‌

佐
久
広
域
老
人
ホ
ー
ム
勝
間
園
の
運

営
を
社
会
福
祉
法
人
に
移
管
す
る
こ

と
に
伴
い
、
規
約
の
一
部
を
改
正
す

る
も
の
で
す
。

●
立
科
町
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
改
正

●
立
科
町
公
文
書
公
開
条
例
の
一
部
改
正

　
概
要
：‌「
行
政
機
関
の
保
有
す
る
個
人
情
報

の
保
護
に
関
す
る
法
律
」
等
の
法
令

や
県
条
例
と
の
整
合
を
図
る
た
め
の

条
例
改
正
。

●
立
科
町
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
改
正

　
概
要
：…

県
の
「
屋
外
広
告
物
条
例
」
の
規
定

に
基
づ
く
広
告
物
表
示
の
許
可
手
数

料
等
を
追
加
す
る
条
例
改
正
。

●‌

立
科
町
営
住
宅
設
置
及
び
管
理
条
例
の
一
部

改
正

　
概
要
：…

公
営
住
宅
法
施
行
規
則
等
の
改
正
に

よ
り
、
条
ず
れ
が
生
じ
た
た
め
の
改

正
。

●‌

平
成
29
年
度
立
科
町
一
般
会
計
補
正
予
算

︵
第
４
号
︶　

　
平
成
29
年
第
４
回
立
科
町
議
会
定
例
会
が
12
月

５
日
か
ら
14
日
ま
で
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
10
名
の
議
員
よ
り
、
町
政
運
営

の
現
状
や
課
題
、
新
た
な
事
業
の
展
開
に
つ
い
て

の
質
問
が
あ
り
、
活
発
な
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
本
定
例
会
で
は
、
佐
久
広
域
連
合
規
約
の
変
更
、

個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
改
正
を
は
じ
め
条
例

案
件
５
件
、
平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
の

７
議
案
を
町
長
が
提
出
し
、
慎
重
審
議
の
結
果
原

案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
29
年 

第
４
回  立

科
町
議
会
定
例
会

一般会計補正予算（第４号）の概要は、次のとおりです。

補正予算額　7,342万６千円　予算総額は、45億3,040万１千円予算

歳　入
●災害復旧費県補助金…………………………………………………………………… 50万円
●現年単独災害復旧事業債………………………………………………………………140万円
●教育寄附金………………………………………………………………………………300万円
●地方創生推進交付金……………………………………………………………… 371万8千円
●一般寄附金……………………………………………………………………………6,000万円

歳　出
●公共土木施設災害復旧費………………………………………………………………200万円
●2020年東京オリンピック・パラリンピック……ホストタウン負担金… ……………250万円
●農林業施設災害復旧費…………………………………………………………………652万円
●地方創生推進事業経費（テレワーク推進事業）………………………………… 753万5千円
●権現の湯ボイラー能力向上工事………………………………………………… 982万8千円
●ふるさと活性化基金積立金…………………………………………………………6,000万円
●白樺高原マスタープラン作成・ＤＭＯ推進事業調査委託料……………… △353万2千円

補正された主な内容
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税務署からのお知らせ
1　医療費控除に関する明細書の提出義務化について

2　公的年金等受給者に係る確定申告不要制度

医療費控除を適用される方へ
　平成29年分の確定申告から、医療費控除は領収書の提出が不要となりました。
　なお、領収書の提出の代わりに「医療費控除の明細書」の添付が必要となり、税務署から記入内容
の確認を求める場合がありますので、領収書は5年間保存する必要があります。

※１　 提出が不要となる領収書には、医療費控除を受けるために必要な医師等が発行した証明書は除
きます（例：おむつ使用証明書、在宅介護費用証明書など）。

※２　平成31年分の確定申告までは、従来どおり領収書の添付または提示によることもできます。

セルフメディケーション税制
　健康の保持増進及び疾病の予防として一定の取組を行う方が、特定
一般用医薬品等購入費※を支払った場合は、通常の医療費控除との選
択により、セルフメディケーション税制による医療費控除の特例の適
用を受けることができます。
　この特例の適用を受ける方は、①「セルフメディケーション税制の明
細書」の提出および②適用を受ける年分において一定の取組を行ったこ
とを明らかにする書類の提出又は提示が必要となります。

※１　 特定一般用医薬品等購入費とは、医師によって処方される医薬
品（医療用医薬品）から薬局などで購入できるOTC医薬品に転
用された医薬品（スイッチOTC医薬品）の購入費をいいます。

※２　 適用を受ける年分において一定の取組を行ったことを明らかに
する書類とは、氏名・取組を行った年・事業を行った保険者、
事業者若しくは取組に係る診察を行った医療機関の名称又は医
師の氏名の記載があるものに限ります。例えば次の書類です。

　　　◎ インフルエンザの予防接種または定期予防接種（高齢者の肺
炎球菌感染症等）の領収書またはは予防接種済証

　　　◎町のがん検診の領収書またはは結果通知表
　　　◎ 職場で受けた定期健康診断の結果通知表（「定期健康診断」と

いう名称またはは「勤務先名称」が記載されたもの）
　　　◎ 特定健康診査の領収書またはは結果通知表（「特定健康診査」

という名称またはは「保険者名」が記載されたもの）
　　　◎ 人間ドックや各種健診（検診）の領収書またはは結果通知表

（「勤務先名称」、「保険者名」が記載されたもの）

公的年金等を受給されている方へ 〜確定申告不要制度のお知らせ〜

　公的年金等の収入金額の合計額が400万円以下であり、かつ、公的年金等に係る雑所得以外の所得
金額が20万円以下であるときは、所得税の確定申告書を提出する必要はありません。
　※所得税の確定申告が必要ない場合であっても、住民税の申告が必要な場合があります。
　　 なお、所得税の還付を受ける場合や確定申告書の提出が要件となっている控除（例えば、純損失

や雑損失の繰越控除など）の適用を受ける場合には、確定申告書の提出が必要となります。
　　 また、平成27年分以後は、外国の制度に基づき国外において支払われる年金など源泉徴収の対象

とならない公的年金等を受給されている方は、この制度は適用されません。
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税務署からのお知らせ（つづき）
3　社会保障・税番号制度（マイナンバー制度）について

社会保障・税番号制度（マイナンバー制度）について

　社会保障・税・災害対策分野において、行政手続の効率性・透明性を高め、国民にとって利便性の
高い公平・公正な社会を実現することを目的として、社会保障・税番号制度（マイナンバー制度）が
導入されました。
　所得税及び復興特別所得税や贈与税等の申告書については、税務署へ提出する都度、マイナンバー
（個人番号）の記載が必要であるとともに、本人確認書類の提示または写しの添付が必要です（e-Tax
で送信すれば、本人確認書類の提示又は写しの提出が不要です。）。

本人確認（番号確認及び身元確認）書類の例

例１　マイナンバーカード（番号確認と身元確認）
例２　通知カード（番号確認）＋運転免許証、公的医療保険の被保険者証　など（身元確認）

■お問合せ先　　佐久税務署　個人課税第一部門　電話…0267−67−3462

環境保健係

　特定健診は40歳以上の方を対象とし、生活習慣病の早期発見と予防を目的としています。
生活習慣病の兆候に気づき予防していくためにも、毎年健診を受けましょう。

●‌町よりお送りした受診券（問診票）が、お手元にある場合は……医療機関へ直接お申し込みください。
●‌‌問診票がない場合は……下記より受診する健診を選び、役場環境保健係に電話ください。

　町では「子どもの頃から始まる寝たきり予防」をテーマに次のとおり学習会を開催します。
　骨粗しょう症の予防や骨を丈夫にする生活習慣について学びます。

■日　時　１月20日㈯　午後１時30分～３時
■場　所　老人福祉センター
■内　容　「子どもの頃から始まる寝たきり予防② ～骨を守る編～」
■参加費　無料
■講　師　東御市立みまき温泉診療所　奥泉宏康医師
■無料測定あり　10時～12時30分　骨密度測定、血管年齢測定 ／ 10時30分～12時30分　姿勢計測
■お問合せ先　立科町役場　町民課　環境保健係　電話 88−8407（直通）　有線2311

※‌後期高齢者医療保険に加入の方は、町内個別健診をご利用いただけます。
※‌40歳以上で社会保険に加入の方は、加入されている社会保険の担当者にご相談ください。

◆町内個別健診　【会　場】　岩下医院・栁澤医院
　　　　　　　　　【持ち物】　保険証・受診券（問診票）

◆町外個別健診　【会　場】　‌県内の多くの病院で健診を受けることができます。
　　　　　　　　　　　　　　（詳しくは環境保健係までお問い合わせください。)
　　　　　　　　【持ち物】　保険証・受診券

特 定 健 診 は お 済 み で す か ？
健診期間は、平成30年３月17日まで  です！

健康学習会を開催します 環境保健係

7 広報たてしな  2018年１月



新春コンサート開催のお知らせ
　公民館の生涯学習講座「すずらん学級」との共催で、新春コンサートを企画しました。日々寒さが増す中です
が、美しい演奏を聴いて心温まりませんか？マリンバ・フルート・ピアノの素敵な三重奏をお楽しみください！
　町民の方ならどなたでもご参加いただけますので、たくさんの方のお越しをお待ちしています。

●対象者　町民の方ならどなたでも
●日　時　１月30日㈫　午後１時30分～３時　
●場　所　老人福祉センター　集会室
●出演者　マリンバ：横山晴子さん　フルート：矢野郁子さん
　　　　　ピアノ：高橋未紀さん
●参加費　無料
※申込みは不要です。

●お問合せ先
　中央公民館（教育委員会社会教育人権政策係）
　電話…88−8417　有線4000
　または地域包括支援センター（高齢者支援係）
　電話…88−8418　有線2311

地域包括支援センターです！こち ら 高齢者支援係

地域包括支援センター・高齢者支援係

10年後に安心して生活できる町をつくるために
シリーズ 第 21  弾 高齢者支援係

　11月17日～18日にたてしな“ずく”りの会と生活支援コーディネーターの研修で福島県昭和村へ
行ってきました。
　昭和村は人口1,300人余りの小さな村です。　高齢化率は55％を超えており、全国第７位。豪雪地帯
で、積もった雪は２ｍを超えることは普通だそうです。
視察に行った日も、昭和村に向かう峠は雪景色で、庭
木は雪囲いがされていました。
　１日目は昭和村の協議体開催日ということで、会議
に同席させていただきました。その後、事務局の方々
と意見交換を行いました。昭和村の協議体は毎回参加
者を変えるそうです。その時のテーマに相応しい人を
事務局が選んで、参加をしていただいているとのこと。
顔が見える小さな村だからこそできることです。
　２日目は昭和村の一番標高の高い小野川地区の方々
と交流会でした。昭和村の特産となっているカスミソ
ウと凍み餅を生産している地区です。カスミソウは地
域の方が地域おこしの為に発案したのがきっかけとな
り村の特産品になりました。伝統食品の凍み餅も製品
化することで、地域の活性化につながっています。
　研修で交流を持つことができた人は多くはありませ
んが、皆さん昭和村を良い村であると思っていて、誇
りを持って生活していました。

♪ ♫
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住民係

住民係

国民年金保険料の「後納制度」について

納めた国民年金保険料は
全額が社会保険料控除の対象です！

　過去５年以内に納め忘れた国民年金保険料を納付することで将来の年金額を増やすことができる「後納
制度」が平成27年10月から平成30年９月までの３年間に限り実施されています。
　後納制度を利用することで年金額を増やすことや、年金の受給ができなかった方が受給資格を得られる
ことがあります。
　従来、老齢年金を受け取るためには、保険料納付済期間と保険料免除期間などを合算した資格期間が原
則として25年以上必要でしたが、平成29年８月からは、資格期間が10年以上あれば老齢年金を受け取るこ
とができるようになりました。そのため、後納制度を利用し不足している保険料を納めることにより、年
金の受給ができなかった方が受給資格を得られる場合があります。
　ただし、すでに老齢基礎年金を受給している方などは、後納制度の利用はできません。
後納制度を利用するには、申込みが必要です。
　詳しくは、「ねんきん加入者ダイヤル」（電話…0570−003−004）・小諸年金事務所（電話…0267−22−
1080）または役場町民課住民係（電話…88−8404）へお問い合わせください。

　国民年金保険料は所得税法及び地方税法上、健康保険や厚生年金などの社会保険料を納めた場合と同様
に、社会保険料控除としてその年の課税所得から控除され、税額が軽減されます。
　控除の対象となるのは、平成29年１月から12月までに納められた保険料の全額です。過去の年度分や追
納された保険料も含まれます。
　また、ご自身の保険料だけでなく、ご家族（配偶者やお子様等）の負担すべき国民年金保険料を支払っ
ている場合、その保険料も合わせて控除が受けられます。
　なお、平成29年中に納付した国民年金保険料について、社会保険料控除を受けるためには、年末調整や
確定申告を行うときに領収証書など保険料を支払ったことを証明する書類の添付が必要となります。
　このため、平成29年１月１日から９月30日までの間に、国民年金保険料を納付された方には、11月上旬
に日本年金機構から「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が送られていますので、申告書の提出
の際には必ずこの証明書または領収証書を添付してください。（平成29年10月１日から12月31日までの間
に、その年にはじめて国民年金保険料を納められた方へは平成30年２月上旬に送られる予定です。）
　税法上とても有利な国民年金は、老後はもちろん不慮の事故など万一のときにも心強い味方となる制度
です。保険料は納め忘れのないようキチンと納めましょう。

　今年度インフルエンザワクチンの製造、出荷が遅れるなどにより、接種を希望
されても12月末までに受けられない状況が危惧されています。
　このことから、インフルエンザ予防接種実施期間を「平成29年12月31日まで」
を「平成30年１月31日まで」に延長します。
　インフルエンザの流行期は、通常12月から翌年３月頃です。かかりつけ医等と
ご相談のうえ予防接種を受けましょう。

高齢者のインフルエンザ予防接種対象の皆様へ
実施期間を平成30年１月31日まで延長します

環境保健係
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環境保健係

保
健
ニ
ュ
ー
ス

　
骨
だ
け
で
な
く
、
身
体
全
体
が
ど
ん
ど
ん
つ
く
ら
れ
て
成
熟
し
て
い

く
成
長
期
。
軸
で
あ
る
骨
格
が
し
っ
か
り
し
て
い
て
、
頑
丈
な
身
体
を

つ
く
る
た
め
に
大
切
な
こ
と
は
、
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養
バ
ラ
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の
と
れ
た
食
生
活
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適
度
な
運
動
習
慣
、
そ
し
て
十
分
な
睡
眠
で
す
。

●
食
事
で
カ
ル
シ
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ム
を
と
ろ
う

　
牛
乳
や
チ
ー
ズ
な
ど
の
乳
製
品
、
小
魚
類
、
小
松
菜
な
ど
の
野
菜
類
、

ゴ
マ
や
大
豆
製
品
な
ど
に
カ
ル
シ
ウ
ム
は
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
率
を
高
め
る
た
め
に
、
た
ん
ぱ
く
質
や
、
ビ

タ
ミ
ン
Ｄ
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
な
ど
を
一
緒
に
摂
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

●
プ
ラ
ス
・
テ
ン︵
＋
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︶を
合
言
葉
に
身
体
を
動
か
そ
う

　
適
度
な
運
動
に
よ
り
骨
に
刺
激
を
加
え
る
こ
と
で
、
骨
が
よ
り
丈
夫

に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
運
動
す
る
こ
と
で
体
力
や
運
動

神
経
も
高
ま
り
、
骨
粗
鬆
症
や
転
倒
・
骨
折
の
予
防
に
も
な
り
ま
す
。

子
供
は
外
遊
び
を
十
分
に
、
大
人
は
今
よ
り
も
10
分
多
く
身
体
を
動
か

し
ま
し
ょ
う
。
親
子
で
一
緒
に
散
歩
な
ど
も
お
す
す
め
で
す
。　

●
睡
眠
時
間
は
十
分
で
す
か
？

　
睡
眠
中
に
分
泌
さ
れ
る
成
長
ホ
ル
モ
ン
の
働
き
に
よ
っ
て
、
カ
ル
シ

ウ
ム
な
ど
の
栄
養
素
の
吸
収
が
促
進
さ
れ
た
り
、
骨
な
ど
の
体
組
織
が

修
復
・
再
生
さ
れ
た
り
し
ま
す
。
子
供
は
も
ち
ろ
ん
、
成
長
期
を
過
ぎ

た
大
人
に
と
っ
て
も
、
体
の
機
能
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
し
っ
か
り

と
睡
眠
を
と
り
、
成
長
ホ
ル
モ
ン
を
し
っ
か
り
分
泌
さ
せ
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
十
分
な
睡
眠
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
早
寝
・
早
起
き
が
不

可
欠
で
す
。

環境保健係

みんなで

食
育

骨
粗
鬆
症
の
予
防
は
成
長
期
か
ら
！  

対
策
編

  

　寒さが厳しい今の季節、同時にインフルエンザなどの感染症が流行します。感染症予防には手洗いが効果
的ですが、正しく行わないとその効果が発揮されません。手洗いは感染症予防の第一歩。今回は正しい手洗
い方法をマスターしましょう。

正しい手洗いのながれ
※帰宅後、トイレ後、食事前、調理の前後など、こまめに手を洗うようにしましょう。

石けんで洗い終わったら、十分に水で流し、
清潔なタオルやペーパータオルでよく拭き取って乾かします。

手洗い時のポイント
●手洗い時間は約30秒。
　「ハッピーバースデー」を２回歌いながら手を洗うと、ちょうど約30秒になります。
●洗い残しが多い箇所は念入りに。
　爪、指先、指の間、親指のまわり、手のしわなどに残りやすいため、特に念入りに洗うようにしましょう。

正しい手洗い方法をマスターしましょう！

流水でよく手をぬらした後、石けんを
つけ、手のひらをよくこすります。

指の間を洗います。

手の甲をのばすようにこすります。

親指と手のひらをねじり洗いします。

指先・爪の間を念入りにこすります。

手首も忘れずに洗います。

10広報たてしな  2018年１月



上下水道係

　水道管の凍結は水が出なくなるだけではなく、水道管が破裂して漏水することがあります。
　宅地内での漏水の修理費や漏水分の料金もお客さま負担となりますので、凍結予防を心掛けましょう。

凍結を防止するには
●水道管を保温材で覆ったり、電熱ヒーターを巻いてください。
●家を留守にするときや、長期間利用されないときは忘れずに水抜きをしましょう。

漏水を調べる方法
●‌ご家庭の蛇口などを全て閉めて、水道を使用していない状態にして、外壁などに設置してあるカウ
ンターを見ます。図のように画面右上に羽根車（回転パイロット）が表示されていますが、この羽
根車（回転パイロット）が回っていれば漏水の疑いがあります。

水道管を
凍結から守りましょう！

漏水の場合
●応急処置として、メーターボックス内の止水栓を右に回すことで水を止めることができます。
●‌早急に修理していただく必要がありますので、立科町指定給水装置工事事業者か上下水道係までご
連絡ください。
　（立科町指定給水装置工事事業者は、町のホームページでも確認できます。）

漏水に伴う水道料金の減免
　漏れている場所や漏れた水量により減免できる場合とできない場合があります。
　詳しくは上下水道係までお問い合わせください。

●お問合せ先　建設課　上下水道係　電話…88−8410

旧型のカウンター 新型のカウンター

➡
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ひ
と
つ
の
言
葉
で
け
ん
か
し
て

　
　
　
ひ
と
つ
の
言
葉
で
仲
直
り

　
　
ひ
と
つ
の
言
葉
で
涙
を
流
し

　
　
　
ひ
と
つ
の
言
葉
で
笑
い
合
う

　
　
ひ
と
つ
の
言
葉
で
頭
が
下
が
り

　
　
　
ひ
と
つ
の
言
葉
で
い
が
み
合
う

　
　
ひ
と
つ
の
言
葉
は
そ
れ
ぞ
れ
に

　
　
　
ひ
と
つ
の
心
を
持
っ
て
い
る

　
ど
な
た
の
作
か
は
存
じ
上
げ
な
い
の
で
す
が
、

こ
の
詩
（
警け

い

句く

？
）
は
、
言
葉
の
力ち

か
らや
素す

晴ば

ら

し
さ
、
そ
し
て
、
怖こ

わ

さ
や
危あ

や

う
さ
な
ど
の
二
面

性
を
端た

ん

的て
き

に
表
現
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
言
葉
は
、
諸も

ろ

刃は

の
剣つ

る
ぎで

あ
り
、
使
い
方
に
よ

っ
て
、
人
に
元
気
や
勇
気
を
与
え
た
り
、
気
持

ち
が
通
じ
合
っ
た
り
す
る
一
方
に
お
い
て
、
人

を
貶お

と
しめ
た
り
、
傷
つ
け
た
り
も
し
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
昨
年
、
政
治
家
の
失
言
・
暴
言
が
何

度
も
報
道
さ
れ
ま
し
た
が
、
言
葉
の
二
面
性
に

ま
つ
わ
る
ト
ラ
ブ
ル
は
、
決
し
て
一
部
の
政
治

家
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
あ
の
時
、

こ
う
言
え
ば
よ
か
っ
た
、
ど
う
し
て
あ
ん
な

（
ひ
ど
い
）
こ
と
を
言
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
、

と
い
う
反
省
や
後こ

う

悔か
い

は
、
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ

誰だ
れ

に
も
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
児
童
・
生
徒
の
「
い
じ
め
」
に
も
、
必
ず
、

人
を
攻こ

う

撃げ
き

し
、
人
の
心
を
傷
つ
け
る
言
葉
が
暗あ

ん

躍や
く

し
て
い
ま
す
。
う・

ざ・

い・

と
か
、
む・

か・

つ・

く・

と

か
、
き・

も・

い・

と
か
、
死・

ね・

と
か
、
人・

を・

や・

っ・

つ・

け・

る・

言・

葉・

（
や
っ
つ
け
メ
ッ
セ
ー
ジ
）
が
子
ど

も
た
ち
の
口
か
ら
発
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

　
プ
ロ
野
球
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
の
工
藤
公
康
監
督

が
、
現
役
時
代
、
監か

ん

督と
く

命め
い

令れ
い

を
拒き

ょ

否ひ

し
て
、

「
す
わ
、
造ぞ

う

反は
ん

か
！
」
と
騒さ

わ

が
れ
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
エ
ー
ス
と
し
て
大だ

い

車し
ゃ

輪り
ん

の
活か

つ

躍や
く

を
し
て

い
た
工
藤
投
手
が
、
中
３
日
の
登
板
を
断
っ
た

の
で
す
。
そ
の
理
由
は
、
監
督
が
、「
頼
む
ぞ
、

工
藤
。」
と
言
っ
て
く
れ
れ
ば
、
気
持
ち
よ
く
登

板
し
た
の
に
、「
投
げ
ら
れ
な
い
の
か
。」
と
言

わ
れ
、
腹
が
立
っ
た
か
ら
な
の
だ
そ
う
で
す
。

　
お
そ
ら
く
、
や
は
り
多
く
の
方
が
、
こ
の
よ

う
な
言
わ
れ
方
を
し
た
こ
と
も
、
つ
い
言
っ
て

し
ま
い
、
意
思
が
通
じ
合
わ
な
か
っ
た
こ
と
も

あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
言
葉
の
使
い
方
に
つ

い
て
は
よ
く
よ
く
配は

い

慮り
ょ

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

（
自
分
が
十
分
で
き
も
し
な
い
こ
と
を
申
し
上

げ
る
の
は
、
ま
こ
と
に
お
こ
が
ま
し
い
こ
と
で

す
が
、）
言
葉
の
二
面
性
、
特
に
言
葉
の
危
険

性
に
つ
い
て
は
、
大
人
も
子
ど
も
も
き
ち
ん
と

わ
き
ま
え
て
、
人
を
攻こ

う

撃げ
き

し
、
そ
の
人
を
貶
め

た
り
、
傷
つ
け
た
り
す
る
よ
う
な
言
葉
を
口
に

し
て
は
な
ら
な
い
の
で
す
。

　
そ
こ
で
、
平
成
30
年
の
年
頭
に
当
た
っ
て
、

江
戸
時
代
後
期
の
禅ぜ

ん

僧そ
う

で
あ
り
、
歌
人
で
あ
り
、

漢
詩
人
で
あ
り
、
書
家
で
あ
り
、
そ
し
て
、
子

ど
も
た
ち
と
里
で
よ
く
手て

毬ま
り

遊
び
に
興き

ょ
うじ

た
良り

ょ
う

寛か
ん

さ
ん
（
１
７
５
８
～
１
８
３
１
）
の
「
戒か

い

語ご

」
を
、
恥は

ず
か
し
げ
も
な
く
引い

ん

用よ
う

さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
―
―
恥・

ず・

か・

し・

げ・

も・

な・

く・

、
と

申
し
ま
し
た
の
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
自
分
に

当
て
は
ま
り
、
ま
こ
と
に
耳
が
痛
い
こ
と
と
、

意
味
の
分
か
ら
な
い
条
文
も
あ
る
か
ら
で
す
。

　
こ
の
「
戒
語
」
は
、
良
寛
さ
ん
の
言
葉
の
使

い
方
に
つ
い
て
の
戒い

ま
しめ
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

九
十
ヶ
条
に
及
ぶ
条
文
は
、
晩
年
の
良
寛
さ
ん

を
支
え
た
弟
子
、
貞て

い

心し
ん

尼に

（1798

～1872

）

に
よ
っ
て
折
々
に
書
き
止
め
ら
れ
、
良
寛
さ
ん

が
逝せ

い

去き
ょ

さ
れ
た
後
、
貞
心
尼
の
歌
集
「
蓮は

ち
す

の

露つ
ゆ

」
に
収し

ゅ
う

録ろ
く

さ
れ
ま
し
た
。

　

条
文
の
一
つ
一
つ
に
、
今
で
も
、「
さ
ん
」

付
け
で
呼
ば
れ
、
多
く
の
人
か
ら
敬
愛
さ
れ
て

い
る
良
寛
さ
ん
が
、
い
か
に
言
葉
を
大
切
に
し

て
い
た
か
が
う
か
が
え
ま
す
。

　
言
葉
（
古
語
や
旧
仮
名
づ
か
い
）
や
生
活
、

文
化
、
風
習
な
ど
の
違
い
が
あ
り
、
そ
の
す
べ

て
と
は
申
し
上
げ
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
の
「
戒

語
」
は
、
２
０
０
年
の
時
を
超
え
た
今
日
の
情

報
化
社
会
に
お
い
て
も
、
大
い
に
学
ぶ
べ
き

「
言
葉
の
知
恵
」
か
と
存
じ
ま
す
。

　
　
　
　
戒か

い　
　
語ご　
　
　
　
　
良　
寛

１　
こ
と
ば
の
お
ほオ

き

２　

‌

物
い
ひイ

の
き
はワ

ど
き
（
下
品
さ
と
す
れ
す

れ
で
、
は
ら
は
ら
す
る
こ
と
）

３　
く
ち
の
は
や
き

４　
は
な
し
の
な
が
き

５　

‌

と
はワ

ず
が
た
り
（
尋た

ず

ね
て
も
い
な
い
の
に
、

自
分
か
ら
語
り
出
す
こ
と
）

シリーズ　一緒に考えましょう！

立科町教育相談員　岩上起美男

教育委員会相談時間等

●立科小学校/午前９時〜午前11時30分 
　電話 56−3131 （呼）・有線2190（呼）
●立科中学校／午後２時〜午後５時
　電話 56−1076（呼）・有線2251（呼）
●立科町児童館／
　午前 11時40分〜午後１時30分
　電話 56−0303（直通）
　有線 8889（直通）

※予約をされる方は児童館または小・中学校の
　教頭先生へご連絡をお願いします。

月・水・金曜日

良
りょう

寛
かん

さんの「戒
かい

語
ご

」九十ヶ条
〜 平成30年の年頭に当たって 〜
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55　
く
び
を
ね
ぢジ

て
り
く
つ
を
い
ふウ

56　
こ
はワ

い
ろ　

57　
ひ
き
ご
と
の
た
が
ふウ　

58　
口
を
す
ぼ
め
て
物
い
ふウ

59　
お
し
の
つ
よ
き

60　
め
づズ

ら
し
き
は
な
し
の
か
さ
な
る

61　
い
き
も
つ
き
あ
はワ

せ
ず
物
い
ふウ

62　
所と

こ
ろに
似に

合あ

はワ

ぬ
は
な
し

63　

‌

こ
の
ん
で
（
好
ん
で
）
か
ら
（
唐か

ら

）
言
葉

を
つ
か
ふウ

64　

‌

人
の
こ
と
はワ

り
を
聞き

き

と
ら
ず
し
て
お
の
が

こ
と
は
り
を
言い

い

と
をホ

す
（
言
い
通
す
）

65　
く
ち
ま
ね

66　
ゐイ

な
か
も
の
（
田
舎
者
）
の
江
戸
こ
と
ば

67　

‌

都み
や
こ

こ
と
ば
な
ど
お
ぼ
え
て
し
た
り
が
ほオ

（
得
意
顔
）
に
い
ふウ

68　
よ
く
し
ら
ぬ
事
を
は
ゞ
か
り
な
く
い
ふウ

69　
ね
い
り
た
る
人
を
あ
はワ

た
ゞ
し
く
お
こ
す

70　
聞き

き

と
り
ば
な
し

71　

‌

人
に
あ
ふウ

て
つ
がゴ

ふウ

よ
く
（
都つ

合ご
う

よ
く
）

と
り
つ
く
ろ
ふう

て
い
ふウ

72　
あ
ひイ

だ
の
き
れ
ぬ
やヨ

う
に
物
い
ふウ

73　
わ
ざ
と
む
ざゾ

う
さ
げ
に
い
ふウ

74　
‌

説せ
っ

法ぽ
う

者し
ゃ

の
弁べ

ん

を
お
ぼ
え
て
あ
る
ひイ

は
そ
う

い
た
し
ま
し
た
所と

こ
ろで

な
げ
き
か
な
し
む

75　
貴き

人じ
ん

に
た
い
し
て
あ
う
い
た
し
ま
す
る

76　
さ
と
り
く
さ
き
は
な
し

77　
学
者
く
さ
き
は
な
し

78　
茶
人
く
さ
き
は
な
し

79　
風ふ

う

雅が

く
さ
き
は
な
し

33　

‌

こ
と
ご
と
に
（
事
あ
る
ご
と
に
）
人
の
あ

い
さ
つ
（
返
答
）
き
かコ

う
と
す
る

34　
顔
を
見
つ
め
て
物
い
ふウ

35　
酒
に
ゑエ

ひイ

て（
酔よ

っ
て
）こ
と
はワ

り
を
い
ふウ

36　
は
ら
た
て
る
時
こ
と
はワ

り
を
い
ふウ

37　

‌

さ
け
（
酒
）
に
ゑエ

ひイ

た
る
（
酔
っ
た
）
人

に
こ
と
はワ

り
を
い
ふウ

38　
は
や
ま
り
過す

ぎ

た
る

39　
し
ん
せ
つ
ら
し
く
物
い
ふウ

40　

‌

お
の
が
氏う

じ

（
家
柄
）
す
じジ

やョ

う
（
素す

性じ
ょ
う）

の
た
か
き
を
人
に
か
た
る

41　
人
の
こ
と
を
き
ゝ
と
ら
ず
あ
い
さ
つ
す
る

42　

‌
お
し
は
か
り
（
推す

い

量り
ょ
う）
の
事
を
真ま

事ご
と

（
事

実
・
真
実
）
に
な
し
て
い
ふウ

43　

‌

あ
し
き
（
悪
い
）
と
し
り
な
が
ら
い
ひイ

と

をオ

す
（
言
い
通
す
・
言
い
張
る
）

44　

‌

こ
と
ば
と
が
め
（
相
手
の
言
葉
を
非ひ

難な
ん

す

る
・
責せ

め
る
・
な
じ
る
）

45　
も
の
し
り
が
ほオ

に
い
ふウ

46　
さ
し
た
る
事
も
な
き
を
こ
ま
ご
ま
と
い
ふウ

47　
見
る
事
き
く
事
ひ
と
つ
ひ
と
つ
い
ふウ

48　
説せ

っ

法ぽ
う

の
上じ

ょ
う

手ず

下へ

手た

49　
役
人
の
よ
し
あ
し

50　
よ
く
物
の
かコ

う
しシ

やャ

く
を
し
た
が
る

51　

‌

子
ど
も
の
こ
しシ

やャ

く
な
る
（
子
ど
も
が
小こ

生な
ま

意い

気き

を
言
う
こ
と
）

52　
老
人
の
く
ど
き

53　
わ
か
ひ
も
の
ゝ
む
だ
ば
な
し

54　

‌

し
か
た
ば
な
し
（
身
ぶ
り
や
物
真
似
に
よ

っ
て
話
す
こ
と
）

６　
かコ

う
しシ

やャ

く
（
講こ

う

釈し
ゃ
く）
の
な
が
き

７　

‌
さ
し
で
ぐ
ち
（
出
し
ゃ
ば
っ
て
余よ

計け
い

な
口

出
し
を
す
る
こ
と
）

８　
つ
ゐイ

で
（
順
序
）
な
き
は
な
し

９　
手
が
ら
ば
な
し

10　
じ
ま
ん
ば
な
し

11　

‌

公く

事じ

（
公
務
・
訴そ

訟し
ょ
う・
裁さ

い

判ば
ん

）
の
は
な
し

12　
い
さ
か
ひイ

（
口
論
・
け
ん
か
）
ば
な
し

13　
ふ
し
ぎ
（
怪あ

や

し
い
）
ば
な
し

14　
物
い
ひイ

（
言
い
争
い
）
の
は
て
し
な
き

15　
公こ

う

ぎ
（
朝
廷
・
幕
府
・
役
所
）
の
さ
た

16　

‌

へ
ら
ず
く
ち（
負
け
惜
し
み・憎
ま
れ
口
）

17　
人
の
物
い
ひイ

き
ら
ぬ
う
ち
に
も
の
い
ふウ

18　

‌

子
ど
も
を
た
ら
す（
だ
ま
す・誘ゆ

う

惑わ
く

す
る
）

19　
こ
と
ば
の
た
が
ふウ

（
食
い
違
う
）

20　
た
や
す
く
（
軽か

る

々が
る

し
く
）
や
く
そ
く
す
る

21　

‌

よ
く
心
え
ぬ
事
を
人
に
をオ

し
ゆ
る（
教
え
る
）

22　
こ
と
ご
と
し
く
（
大
げ
さ
に
）
も
の
い
ふう

23　
い
か
つ
が
ま
し
く
（
威い

圧あ
つ

的
に
）
物
い
ふウ

24　
ひ
き
ご
と
（
引
用
）
の
お
ほオ

き

25　
こ
と
はワ

り
（
道ど

う

理り

・
理り

屈く
つ

）
の
過す

ぎ

た
る

26　

‌

あ
の
人
に
い
ひイ

て
よ
き
こ
と
を
こ
の
人
に

い
ふウ

27　

‌

そ
の
事
の
は
た
さ
ぬ
う
ち
に
こ
の
事
を
い

ふウ

28　
へ
つ
ら
ふウ

事

29　
人
の
は
な
し
の
じジ

やャ

ま
（
邪じ

ゃ

魔ま

）
す
る

30　
あ
な
ど
る
事

31　
し
め
や
か
な
る
座
に
て
心
な
く
物
い
ふウ

32　
人
の
か
く
す
事
を
あ
か
ら
さ
ま
に
い
ふウ

80　

‌

く
はワ

の
口
き
く
（
す
わ
、
や
や
な
ど
の
感

動
詞
を
多
用
す
る
こ
と
）

81　
さ
し
て
も
な
き
事
を
ろ
ん
ず
る

82　

‌

ふ
し
（
盛
り
上
が
り
）
も
な
き
事
に
ふ
し

を
た
つ
る

83　
人
の
き
り
やヨ

う
（
器き

量り
ょ
う）
の
あ
る
な
し

84　
あ
く
び
と
と
も
に
ね
ん
仏ぶ

つ

85　

‌

さ
い
はワ

ひイ

の
か
さ
な
り
た
る
時と

き

物
多
く
も

ら
ふウ

と
き
有
り
が
た
き
事
と
い
ふウ

86　

‌

人
に
物
く
れ
ぬ
さ
き
に
な
に
な
に
や
らロ

ふウ

と
い
ふウ

87　
く
れ
て
の
ち
人
に
そ
の
事
を
か
た
る

88　

‌

あ
う
い
た
し
ま
し
た
かコ

う
い
た
し
ま
し
た

ま
し
た
ま
し
た
の
あ
ま
り
か
さ
な
る

89　
お
れ
が
かコ

う
し
た
かコ

う
し
た

90　
は
な
で
あ
し
ら
ふウ

　
良
寛
さ
ん
が
、
も
し
も
今
、
こ
の
世
に
在あ

り
、

今
日
の
日
本
人
の
言
葉
使
い
を
目ま

の
当
た
り
に

さ
れ
た
な
ら
ば
、
何
と
言
わ
れ
る
の
か
甚は

な
はだ
気

に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
言
葉
の
大
切
さ
を
承
知
し
て
い
な
が
ら
、
教

育
の
場
に
お
い
て
も
、
子
育
て
に
お
い
て
も
、

ま
た
、
日
常
生
活
に
お
い
て
も
、
な
か
な
か
う

ま
く
い
か
な
い
こ
と
が
多
い
か
ら
で
す
。

　
《
参
考
図
書
》

　
○‌

「
定
本　
良
寛
全
集　
第
三
巻
」
内
山
知
也　
谷

川
敏
朗　
松
本
市
壽　
編
集　
中
央
公
論
社
発
行　
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平成30年度「地域発 元気づくり支援金」事業を募集します
募集期間　１月４日㈭～２月１日㈭

　長野県では、地域づくりの活動に対して補助金を交付する「地域発‌元気づくり支援金」事業を行っています。
　「地域づくりのために、こんな活動をしたい」など、平成30年度に地域づくりの事業をお考えの方は、「地域発　元
気づくり支援金」をぜひご活用ください。

●制度に関するお問合せ先　　佐久地域振興局　企画振興課　企画振興係　電話…0267−63−3132
　　　　　　　　　　　　　　役　　　　　場　企画課　企画振興係　　　電話…88−8403　有線2311

●事前相談会　　　１月15日㈪　立科町役場　中会議室にて開催します。
　　　　　　　　　県の担当職員による応募に向けた事前相談等を行います。（１団体あたり20分程度）
　　　　　　　　　事前相談会の申込みは、１月11日㈭までに役場企画課へお願いします。

県事業
企画振興係

平成29年度実施の「地域発 元気づくり支援金」事業一覧
番号 事業区分 実施団体名 事業名 事業内容

1 保健、医療、
福祉の充実

立科町社会福
祉協議会

たてしなふれ愛むら拡充
事業

高齢者、障がい者、子ども等の交流イベント「た
てしなふれ愛むら」を開催することにより、地域
の中でお互いを認め合い、いきいきと暮らす共生
型社会の実現を目指す。

2 教育、文化の
振興 立科町

たてしなっ子によるわが町
のイイトコ探し手書き地図
ワークショップ

立科町オリジナル手書き地図キットを作成し、町
内の子ども達等を対象とした地図づくりワーク
ショップを開催することにより、地域愛の醸成や

「地育共育」につなげる。

3 教育、文化の
振興

六川長三郎と
塩沢堰を伝え
る会

蓼科の水と六川長三郎物
語

六川長三郎と塩沢堰を学ぶバスツアー、小・中・
高校で歴史教育授業などを実施することで、ふる
さとへの誇りと蓼科の水の大切さを次の世代に伝
える。

4 教育、文化の
振興

五無斎保科百
助研究会

五無斎保科百助の顕彰と
その精神を今に活かす

立科町出身である保科百助（五無斎）の生涯や業
績を形にして後世に語り継ぐきっかけづくりを行
う。

5 特色ある観光
地づくり

白樺湖活性化
協議会

車山、女神湖、白樺湖エ
リアの広域連携による観
光地の活性化

「健康」・「運動」をキー
ワードとした地域活性

車山、女神湖、白樺湖が広域的に連携し、「健康」
と「運動」を共通キーワードとした観光地域づく
りを目指した取り組みを進める。

6 特色ある観光
地づくり

一般社団法人
蓼科白樺高原
観光協会

『疎水百選に選ばれた水
路を活用したグリーン
ツーリズムの構築事業』
立科町‘グリーン＆ク
リーンリゾート女神湖’
としての地域活性化事業

塩沢堰を巡るトレイルプログラム作り及びガイド
の養成等”水”をテーマに独自のプログラムを構
築し、滞在型リゾート地として、全国にアピール
し地域活性化につなげる。
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「騙し絵の牙」
塩田　武士（著）　KADOKAWA（出版）
大手出版社で雑誌編集長を務める速水は、誰もが彼の言動に惹か
れてしまう魅力的な男。ある夜、上司から廃刊を匂わされたこと
をきっかけに、組織に奔走されていく…。
……………………………………………………………………………

「アナログ」
ビートたけし（著）　新潮社（出版）
全てがデジタル化する世界で悟とみゆきが交わした、たったひと
つの不器用な約束。素性も連絡先も知らないまま、なぜか強烈に
惹かれあう２人の「アナログ」な関係が始まり…。誰かを大切に
するとは何かを問いかける恋愛小説。
……………………………………………………………………………

「それゆけ！長谷川義史くん」
長谷川　義史（作）　小学館（出版）
少年時代からオッサン期の現在まで、絵本作家・長谷川義史がしゃ
べり尽くした自分語り本。自選絵本ギャラリー10や、描き下ろしイ
ラストもぎっしり収録！
……………………………………………………………………………

「このママにきーめた！」
のぞみ（作）　サンマーク出版（出版）
あかちゃんが、雲の上から「このママにきーめた！」と指さしたの
は、掃除もしない、料理も適当なママ。

「ぼくは、ママをよろこばせるために、生まれるんだから」と、ママ
のおなかに入って…。

図書室利用案内

●月曜日～土曜日　午前９時30分～午後６時
　　　　　　　　　　　 （土曜日は午後５時）
●日曜日・祭日　　午後１時～午後５時
＊お一人……５冊まで……２週間借りられます

開室時間

乳幼児のためのおはなし会
日時　１月31日㈬　午前10時30分～
場所　中央公民館　視聴覚室
対象　０歳児～
大型絵本・パネルシアターなど親子でお楽しみください！

お知らせ

図書室だより図書室だより お願いお願い 返却期限は守りましょう。本の予約待ちをしている人も
いますので借りた本は期限内に返却をお願いします。 教育委員会

「ちゅうりっぷの会」による

新着
図書

立科町公民館（教育委員会  社会教育人権政策係）　電話 0267－88－8417　有線 4000

図書室は、下記のとおり、お休みさせていただき
ます。ご迷惑をおかけしますが、ご理解、ご協力
をお願いいたします。

閉室のお知らせ

12月28日㈭午後１時～１月３日㈬
年末年始休業

お正月おたのしみくじ
今年もやりまーす

図書室に遊びに来てくれた小学生以下のお子様に、
“くじ”をひいてもらいます。

（期間中、おひとりにつき、１回限り）

１月４日㈭〜６日㈯

小学生以下の
お子様限定

　市町村振興宝くじ（サマージャンボ）の収益金を財源として
いる、公益財団法人長野県市町村振興協会の「地域活動助成事
業」を活用し、除雪機を整備しました。
　この事業は、宝くじの社会貢献広報事業の一環として地域社
会の健全な発展と住民福祉の向上を目的に行われています。

実施団体 内　容 活用した助成事業

古町区 除雪機　２台
物　置　２基

（公財）長野県市町村振興協会
「地域活動助成事業」

※財源は宝くじの受託事業収入

「宝くじの助成金」で整備されました
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　12月２日㈯老人福祉センターに於いて、第40回人権を考え
る町民大会が、大勢の皆さんに参加いただき開催されました。
　講演会には、新潟産業大学准教授の蓮池薫さんをお迎えし
て、「夢と絆」と題し講演をいただきました。蓮池さんは中央
大学法学部３年在学中に拉致され、24年間、北朝鮮での生活
を余儀なくされましたが、これまでに実際に起こった様々な
出来事についてお話しをいただき、大変貴重で興味深い内容
に大勢の皆さんが、熱心に耳を傾けられていました。拉致は
今も続く人権侵害問題です。
　大会の最後には、たてしな保育園保護者会長である岸優美
さんにより、私たち一人ひとりが人権問題を自分自身の課題
としてとらえ、お互いの人権意識を育み合うための大会宣言
を朗読いただき、満場の拍手の中、大会宣言が採択されまし
た。

「第40回 人権を考える町民大会」が開催されました

教育委員会

人権が尊重される社会 人権だより 人権センター（社会教育人権政策係）

第44回

　公民館では、町内で活躍している文化活動グループや学校児童生徒の皆さんが日頃の活動の成果を発表する
場として、芸能グループ発表会を開催します。
　発表会では、楽器演奏・舞踊・民謡・合唱など多種多様な分野の発表が行われ、地域の活動グループの親睦
と交流を図り、地域芸能の向上発展の機会とします。
　町民の皆様大勢ご来場いただきますようお願いたします。
　参加申込については、例年参加されているグループの皆さんにはご案内させていただきます。新たに申し込
みをされる皆様は、中央公民館（有線…4000、電話…88-8417）までご連絡ください。

　●期　　日　平成30年３月４日㈰
　●時　　間　正午から午後４時頃まで
　●場　　所　老人福祉センター　集会室

教育委員会芸能グループ発表会 参加者募集

教育委員会

●開催期間　平成30年２月10日㈯〜12日㈪㈷
　　　　　　午前10時から午後８時まで

●開催場所　立科町中央公民館　２階　大会議室
●内　　容　‌‌保育園生活で作った工作や描いた絵など、

元気な園児の作品を展示します。

たてしな保育園  保育園児作品展
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● 

農
業
振
興
担
当
、
中
島
貴
宏
で
す

　
今
期
の
り
ん
ご
の
収
穫
が
完
了
し
ま
し
た
。
９
月
か
ら
始
ま
っ
た
収
穫
作
業
も
サ
ン
ふ
じ

を
も
っ
て
全
て
終
了
し
ま
し
た
。

　
協
力
隊
２
年
目
の
昨
年
は
、
一
部
の
り
ん
ご
畑
を

管
理
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、
年
間
を
通
し

て
り
ん
ご
の
木
と
向
き
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

全
体
的
に
小
ぶ
り
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
着

色
・
蜜
入
り
が
良
い
仕
上
が
り
に
な
り
ま
し
た
。
り

ん
ご
畑
を
１
年
間
管
理
さ
せ
て
い
た
だ
け
た
こ
と
は

今
後
の
活
動
の
大
き
な
糧
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
台
風
21
号
に
耐
え
た
昨
年
の
り
ん
ご
は
味
が
乗
り

非
常
に
美
味
し
く
仕
上
が
っ
て
い
ま
す
。
改
め
て
地

元
産
の
り
ん
ご
を
全
国
の
方
に
味
わ
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

● 

協
力
隊
の
移
住
・
定
住
促
進
担
当
、
牧
内
久
美
で
す

‌‌

11
月
26
日
、
東
京
の
ふ
る
さ
と
回
帰
支
援
セ
ン
タ
ー
で
1
日
移
住
相
談
デ
ス
ク
を
し
て
き

ま
し
た
。
全
国
の
都
道
府
県
（
東
京
都
と
大
阪
府
以
外
）
の
移
住
相
談
員
が
同
じ
フ
ロ
ア
に

集
結
し
て
、
担
当
地
域
の
紹
介
や
移
住
・
就
職
の
相
談
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
長
野
県
は
毎

年
、
移
住
希
望
地
の
1
位
か
2
位
に
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
こ
こ
数
年
、
長
野
県
に
移
住

を
希
望
す
る
人
が
他
の
地
方
よ
り
高
齢
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
若
年
層
（
20
～
40
代
）

へ
の
ア
ピ
ー
ル
が
必
要
と
い
う
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
多
く
の
市
町
村
が
様
々

な
移
住
体
験
ツ
ア
ー
を
開
催
し
て
地
域
の
よ
さ
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
機
会
を
設
け
て
い
ま
し
た
。

立
科
町
で
も
季
節
の
よ
い
時
期
に
移
住
体
験
ツ
ア
ー
を
開
催
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

‌‌

最
後
に
、
立
科
町
に
移
住
し
た
い
と
い
う
方
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
が
、
紹
介
で
き
る
住

居
が
少
な
く
て
困
っ
て
い
ま
す
。
活
用
で
き
る
お
う
ち
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
移
住
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
（
電
話‌

７
８
─
５
６
４
５
）
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

ず
く
だ
す!!

地
域
お
こ
し
協
力
隊

〝
奔
走
中
〟

第13回 新春書き初め展
　新年に初めて毛筆をとり、一年の抱負や目標をしたためるのが「書き初め」で、一般的には１月２日に行わ
れます。書き初めは吉書・試筆・初硯（はつすずり）とも呼ばれ、恵方（縁起の良い方向）に向って、めでた
い言葉や詩歌を書いたのが始まりともいわれています。
　教育委員会では、下記のとおり「第13回新春書き初め展」を開催するにあたり、愛好家の皆さんの作品を
はじめ、多くの書き初め作品を募集します。
　新たな年に、新たな気持ちで書き上げた作品のご応募をお待ちしております。

⑴　出品者は立科町在住の方です。（小・中・高校関係者を含む）
⑵　出品の種別及び規格　①種別　書道（主として書き初め作品）
　　　　　　　　　　　　②規格　一般　書き初め用紙は「半切」を使用
⑶　出品点数は１人１点とさせていただきます。
⑷　出品作品の準備（表装等）は不要です。（既に表具されているものは可）
⑸　申込みは１月12日㈮までに教育委員会へお願いいたします。
⑹　作品搬入は１月19日㈮‌午後５時から７時までの間にお願いいたします。
⑺　作品搬入場所は展示会場、中央公民館　大会議室　です。

⑴　作品の展示はお任せいただきまして、期間中の搬出はご遠慮願います。
⑵　‌‌展示作品の片づけは、１月22日㈪‌午前９時から行いますので、作品の搬
出をお願いいたします。

⑶　‌‌作品の取り扱いについては十分注意をいたしますが、不慮の損害に対して
はその責を負えませんのでご了承ください。

■展示会場　　立科町中央公民館　２階　大会議室（予定）
■展示期間　　平成30年１月20日㈯～21日㈰　午前10時から午後８時まで

１…出品の募集

２…そ　の　他

出品規約

教育委員会
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広報「たてしな」12月号11ページ、「年末年始の業務について」の「ごみ収集日程」欄に誤りがありました。
つきましては、次のとおり訂正しお詫び申し上げます。

川西清掃センターへの、ごみの個人持込み
誤 正

●川西清掃センター（可燃・不燃・カン類）
　12月29日㈮　午後４時まで

●川西清掃センター（可燃・不燃・カン類）
　12月28日㈭　午後４時まで

お詫びと訂正

　東日本大震災以降、防災の基準、考え方の見直しが必要となり、国は災害対策基本法を改正し、県では
長野県地域防災計画が改正されています。
　立科町においても「立科町地域防災計画」を平成26年度に改正しましたが、さらなる見直しを行い、
より地域に密着した計画となるよう改訂を準備しています。計画について、住民の皆さんのお考えをお聞
きしたく、パブリックコメントを募集します。
　なお、皆様からお寄せいただいた意見は、立科町防災会議の中で検討し、内容によっては意見の概要と
回答を公表しますが、個々に直接は回答いたしません。また、提出いただいたご意見の原稿等は返却いた
しません。

素案の閲覧方法
　① 立科町ホームページ（http://www.town.tateshina.nagano.jp/）
　② 役場　総務課　庶務係　窓口（閉庁日を除く午前８時30分～午後５時15分）

公募対象者
　① 町内に在住・在勤・在学の方
　② 町内に事業所などを持つ法人・団体

募集期限
　１月15日㈪　必着

応募方法
　 　ご意見は、住所、氏名（法人等は名称及び代表者の氏名）、連絡先（電話番号等）を記入の上、郵便、

電子メール、ファクシミリで送付いただくか、総務課庶務係までご持参ください。（電話および口頭で
のご意見の受付はいたしません）

提出先およびお問合せ先
　〒384－2305　立科町大字芦田2532　立科町役場　総務課　庶務係　宛
　電話 0267－56－2311　ファクシミリ 0267－56－2310
　E-Mail：shomu@town.tateshina.nagano.jp
　（電子メールの場合は件名を「立科町地域防災計画に対する意見」としてください。）

立科町地域防災計画意見公募について 庶務係
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櫻井石材有限会社
長和町古町4459 （長門バイパス沿い）
☎0268-68-3859 FAX0268-68-4444

お墓Q&A ◇各種ご質問にお答えしますので、お気軽にお問い合わせください。

墓石・記念碑・石工事一式

戒名や法名は、いつ頃までに墓誌に刻めばいいの？

「この日までに」という決まりはありません。ご家族・関係者で相談して決めてください。

一般的には、四十九日・百ヵ日・一周忌等の法要やお盆、お彼岸等にあわせて刻まれる
ことが多いです。

立科町では、地域経済の活性化を図るため、民間企業等の広告を有料で掲載しています。《お問合せ先；企画課企画振興係》

　ボーイスカウトは、家庭や学校ではなかなか体験できない様々な活動を、年齢の異なる仲間と行うことで、
青少年の健全な心と体を育てます。また、地元の市町村から世界へと繋がるグローバルな活動でもあります。
　立科第一団は、昭和46年の発団以来、大変多くの皆様に支えられて活動を続けています。
　下記のとおり入団説明会を行いますので、多くの皆さんのお出掛けをお待ちしています。
●日時　２月２日㈮　午後７時
●場所　立科第一団スカウトハウス（人権センター隣）
●対象　小学２年生の男女と保護者
●お問合せ先　ボーイスカウト立科第一団事務局　今井　電話 090－7716－6556

●  ボーイスカウト入団説明会のご案内  ●
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たてしな保育園の
子どもたち

年少組

ひよこ組

あひる組

秋
は
お
散
歩
に
た
く
さ
ん
で
か
け
ま
し
た
。

お
店
屋
さ
ん
ご
っ
こ
で
は
、
年
長
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ん
と

ペ
ア
に
な
り
一
緒
に
お
買
い
物
を
し
ま
し
た
。

「
さ
か
な
つ
り
や
」
さ
ん
は
大
繁
盛
。
た
く
さ
ん
お
客
さ
ん
が

来
て
く
れ
て
う
れ
し
か
っ
た
ね
♡

地
域
食
材
の
日
に
蓼
科
牛
の
牛
丼
を

頂
き
ま
し
た
。

お
い
し
く
て
何
度
も
お
か
わ
り
を
し

ま
し
た
。

お
な
か
い
っ
ぱ
い
食
べ
ま
し
た
!!

クラスで初めて児童館へ
行ってきました。
広いお部屋で、のびのび
と好きな遊びを見つけて
楽しんできました！

先生と一緒にお買い物ごっこをしました。
「（これ）ください」、「どうぞ！」などと、
やりとりをして楽しみました。

年長組

ハンバーガーショップ、アイスクリームやさん、
ジュースやさんが元気に開店しました！
ハンバーガーの具材は一つひとつのせますよ。アイ
スのトッピングはどれにしますか？ジュースは何味
にしますか？　楽しくお店やさんできました♪

年中組
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白樺高原
便り

白樺高原総合
観光センター

スキーこどもの日

毎月第３日曜日　小学生以下　リフト１日券無料（団体対象外）

イベント情報

お得情報

今シーズンもイベントやお得なサービスが盛りだくさんです！

ご家族やお友達と一緒にぜひお出かけください。

白樺高原国際スキー場・
しらかば２in1スキー場オープン!!

町民優待リフト券

区　分 平　日 土・日・祝日
年末年始（12/29～１/５） 備　考

中学生以下 無料 800円 通常2,500円
高校生（要・学生証） 1,000円 1,000円 通常4,000円
大人（要・住所証明） 1,000円 2,000円 通常4,000円　

※販売窓口
・白樺高原総合観光センター　インフォメーション
・町内居住証明のご提示をお願い致します。

町民共通シーズン券　顔写真入り 両スキー場共通

区　分 料　金 備　考
中学生以下   7,200円 中学生まで

高校生 10,000円
大人（シニア含む） 20,000円 施設シーズン券を除く

元旦プレゼント（両スキー場共通） １月１日㈷㈪
リフト１日券購入者にプレゼント

ふれあい振舞いサービス（白樺高原国際スキー場）  １月14日㈰

信州雪板合戦（白樺の陣）・トップライダーズミーティング １月27日㈯・28日㈰

しらかば２in１スキー場にてデモレッスン及びテクニカル大会!!
スノーボードのトップデモが集結!!!

バレンタインデーサービス（両スキー場共通） ２月14日㈬
来場の男性のお客様にプレゼント

ホワイトデーサービス（両スキー場共通） ３月14日㈬
来場の女性のお客様にプレゼント

白樺高原キャンドルナイト  ２月中旬
高原の静かな夜にすてきな思い出をつくりましょう。
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立科町の輝くニュース フラッシュ　NEWS

町

30

シ

出身者、６千万円を町に寄附

年勤続スポーツ推進委員表彰を受賞

ルバー人材センターによる
ボランティア清掃が行われました

　立科町芦田出身で８月３日に66歳で亡くなった元東
京都職員の鈴木一孝さんの遺言に基づき、６千万円が
町に寄附されました。
　鈴木さんは、岩村田高校卒業後、旧東京都清掃局な
どに長年勤務し、「生まれた町に使ってほしい」と清
掃局の１年後輩の齋藤満さん（東京都）を代理人とし
て、遺産整理を託されました。

　11月19日に役場庁舎で行った「寄附受納式」には、兄の鈴木
重一さん（金沢市）と齋藤さんが出席し、米村町長に寄附金目録
を渡し、町からはお礼に町産のリンゴを２人に贈りました。
　町では、この寄附金を地域おこしや未来に向けた人づくりに、
活用するよう検討しています。お礼のリンゴを代理人の齋藤満さんへ贈る

寄附金目録を町長に手渡す兄の鈴木重一さん

　11月９日、10日に茨城県で開催
された全国スポーツ推進委員研究
協議会において、多年にわたるス
ポーツの推進に尽力された功績に
より、依田晃さんが30年勤続ス
ポーツ推進委員表彰を受賞され、
11月27日に町長より賞状を授与
されました。

　11月26日㈰、（公社）小諸北佐久シルバー人材センター立科
支所の会員皆様による役場庁舎周辺のボランティア清掃が行わ
れました。
　このボランティア清掃は、毎年、シルバー人材センターの社
会奉仕の一環として実施されているもので、今年も30名を超え
る会員皆様がご参加下さいました。
　毎年ありがとうございます。町としましても、今後も庁舎周
辺等の環境美化に努めてまいります。
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立科町の輝くニュース フラッシュ　NEWS

立

2

科小学校  第17回abn・八十二ふるさとCM大賞最終審査会へ

020年東京オリ・パラ
ウガンダ共和国のホストタウンに向けて

　「ふるさと」への想いを「手作りＣＭ」に込めて
競う、「第17回abn・八十二ふるさとCM大賞
NAGANO」の最終審査会が12月３日㈰に長野市
若里市民文化ホールで行われました。県内の市町村
から90作品の応募があった中で、立科小学校の応
募作品「子供が大人を変える町、大人が子供を守る
町」が最終審査の20作品に選ばれ、審査の結果感
動賞を受賞しました。
　この最終審査会の模様は、１月３日㈬午後４時か
ら長野朝日放送で放送されますので、皆さんご覧く
ださい。

　2020年東京オリンピック・パラリンピックに向けて、ウガンダ共
和国の中・長距離選手の高地トレーニング事前合宿会場として、当町
の白樺高原が候補地に挙がっています。
　12月５日にウガンダ共和国の中心選手で、2012年ロンドンオリンピッ
ク金メダリスト、12月３日開催の福岡国際マラソンに出場し、準優勝の
輝かしい成績を収めたスティーブン・キプロティッチ選手が来町され、
白樺高原のスポーツ施設などを視察し、中学生と交流しました。

　標高1500ｍを超える高原エリアの環境は、非常
にトレーニングに向いていて施設も整っていて素晴
らしいと、とても喜んでいました。
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１月町民カレンダー
● 国民健康保険税（第８期）
● 介護保険料：普通徴収（第10期）
● 後期高齢者医療保険料（第７期）
● 上下水道料金

1月の納税

電 話 有 線

白樺高原総合観光センター 0267−55−6201
中央公民館（事務室） 0267−88−8417 4000
たてしな保育園 0267−56−0022 2100
こども未来館（児童館）0267−56−0248 8888
老人福祉センター 0267−56−1825 4091
立科温泉　権現の湯 0267−56−0606 4126

連絡先

町のデータ11月 11月１日〜11月30日の状況

立科町役場  電話  0267−56−2311（代表）  有線 2311
　　　　　  FAX  0267−56−2310

人口 7,332（－ 8） 出生 3
男 3,638（－ 3） 死亡 11
女 3,694（－ 5） 転入 14

世帯数 2,848（＋ 3） 転出 14

救急 出動件数 年間累計

交通事故 2 32
その他 33 415
合計 35 447

火災 発生件数 年間累計

建物火災 0 4
その他 0 3
合計 0 7

気　象 今　年 最近10年間の平均

気 

温

平　　均 5.4℃ 6.2℃
最高極日 19.7℃／  7日 23.7℃／H21
最低極日 －5.1℃／20日 －10.9℃／H28

降　水　量 17.5mm 59.4mm
降水量（1〜10月） 987.5mm 1032.6mm
日 照 時 間 167.0時間 151.3時間

人 口 12月１日現在（11月30日届出まで） （　  ）内は前月比

各種相談日
●結婚情報センター相談会
お休み

●心配ごと相談
１月19日㈮
午前９時〜正午
場所：老人福祉センター
相談員：笹井隆心配ごと相談員
　　　　浦野喜芳心配ごと相談員
� 立科町社会福祉協議会
電話0267−56−1825

緊急当番医については、予告なく変更される場合がありますので、有線
放送、新聞又は当番医に直接確認の上、受診してください。休日・夜間
における医療機関等の情報提供　ナビダイヤル  0570−08−8199

1 月 こもろ医療センター 小諸市 0267−22−1070
金澤病院 佐久市岩村田 0267−67−2048
山浦歯科医院 立科町 0267−56−1140

2 火 高橋内科医院 小諸市 0267−23−8110
由井医院 小諸市 0267−22−0327
くろさわ病院 佐久市中込 0267−64−1711
松永歯科医院 小諸市 0267−23−8488

3 水 甘利医院 小諸市 0267−22−0729
田村医院 小諸市 0267−22−0048
川西赤十字病院 佐久市望月 0267−53−3011
あしたば歯科医院 軽井沢町 0267−46−3101

7 日 小諸病院 小諸市 0267−22−0250
桜井クリニック 小諸市 0267−26−1188
荻原医院 佐久市岩村田 0267−67−2051
木村歯科 小諸市 0267−23−1515

8 月 市川医院 小諸市 0267−25−1200
鈴木医院 小諸市 0267−26−1212
工藤医院 佐久市中込 0267−62−0475
おおくま歯科 軽井沢町 0267−46−2525

14 日 ひかり医院 小諸市 0267−22−8878
東小諸クリニック 小諸市 0267−25−8104
てらおかクリニック 佐久市浅科 0267−51−5222
渡辺歯科医院 小諸市 0267−23−1100

21 日 武重医院 小諸市 0267−22−0171
小岩井整形外科 小諸市 0267−26−6788
みまき温泉診療所 東御市北御牧 0268−61−6002
都甲クリニック 佐久市三塚 0267−64−1050
こまむら歯科 佐久市望月 0267−54−2361

28 日 矢島医院 小諸市 0267−22−8148
うすだ医院 小諸市 0267−22−0483
中島医院 東御市北御牧 0268−67−2777
田嶋クリニック 佐久市臼田 0267−81−5151
武重歯科医院 佐久市望月 0267−53−4182

休日緊急当番医 ● 午前９時〜午後５時
　 （歯科  午前９時〜正午）

行　事　予　定 保　　　　　健　

1 月 元旦プレゼント
（白樺高原国際・しらかば2in1）

5 金 平成30年立科町賀詞交歓会

7 日 第63回愛川町一周駅伝大会

10 水 乳児健診   （４・５ヶ月児H29.7月〜８月生）
　　　　　（10・11ヶ月児H29.1月〜２月生）

11 木 立科町消防出初式

12 金 赤ちゃん相談室（2ヶ月の会　H29.10月生）

14 日 ふれあい振舞いサービス
（白樺高原国際）

18 木 パパママ教室（２回目）

19 金
幼児健診   　（１歳６ヵ月児H28.5月〜６月生）
　　　　　　（３歳児H26.11月〜12月生）
子育て相談   （要予約）

20 土 第13回新春書初め展（〜21日） 健康学習会「骨を守る」

21 日 スキー子どもの日
（小学生以下リフト1日券無料）
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